
２
月
11
日
、
中
川
区
日
本
共

産
党
後
援
会
と
日
本
共
産
党
中

川
区
委
員
会
の
共
催
で
、
「
と

こ
と
ん
共
産
党
Ｑ
＆
Ａ
」
と
題

し
て
＝
あ
な
た
の
疑
問
に
答
え

る
ト
ー
ク
集
会
が
中
川
区
役
所

講
堂
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ト
ー
ク
集
会
に
は
、
ゲ
ス
ト

パ
ネ
ラ
ー
に
か
わ
え
明
美
（
党

准
中
央
委
員
・
県
副
委
員
長
）

さ
ん
を
迎
え
、
子
育
て
マ
マ
石

原
千
穂
さ
ん
、
江
上
ひ
ろ
ゆ
き

元
市
議
も
パ
ネ
ラ
ー
と
な
り
、

山
本
雅
之
後
援
会
事
務
局
長

の
司
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

か
わ
え
明
美
さ
ん
が
党
大

会
参
加
の
感
想
、
「
自
共
対

決
」
の
内
容
を
話
し
ま
し
た
。

Ｑ

共
産
党
の
言
う
こ
と
は

理
想
論
か
？

子
育
て
マ
マ

か
ら
、
い
つ
も
子
育
て
で
忙

し
く
不
勉
強
で
、
夫
か
ら
共

産
党
の

い
う
こ

と
は
理

想
論
だ

と
い
わ

れ
悔
し

い
。

Ａ

安

倍
政
権

の
暴
走

政
治
と

対
決
し
、

国
民
の

願
い
に

そ
っ
た

対
案
を

示
し
、

共
同
し

て
政
治

を
動
か
し
ま
す
。

Ｑ

政
党
助
成
金
を
共
産
党
が

受
け
取
ら
な
い
分
を
他
党
派
が

山
分
け
し
て
い
る
。
受
け
取
っ

て
供
託
し
た
ら
。

Ａ

共
産
党
が
受
け
取
っ
た
ら

何
と
言
わ
れ
る
か
、
助
成
金
は

政
党
を
堕
落
さ
せ
る
の
で
受
け

取
り
ま
せ
ん
。

登
校
拒
否
、
災
害
対
策
、
志

位
委
員
長
は
ど
ん
な
人
柄
。
交

通
違
反
で
の
対
応
に
つ
い
て
も

あ
り
ま
し
た
。
パ
ネ
ラ
ー
の
み

な
さ
ん
は
、
一
つ
一
つ
に
丁
寧

に
答
え
て
い
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
の
質
問
に
苦
労
す
る
回
答

も
あ
り
ま
し
た
が
、
楽
し
い
集

い
で
し
た
。

２
月
15
日
、
日
本
共
産
党
中

川
区
委
員
会
は
「
キ
ャ
ラ
バ
ン

宣
伝
」
に
取
り
組
み
、
江
上
元

名
古
屋
市
会
議
員
先
頭
に
、
区

内
各
所
で
訴
え
ま
し
た
。

江
上
元
市
議
は
、
安
倍
首
相

に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
の
解
釈

改
憲
論
を
は
じ
め
と
し
た
憲
法

破
壊
論
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
や
経
営

委
員
の
暴
言
等
々
安
倍
自
公
政

権
の
暴
走
を
正
面
か
ら
批
判
。

４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
を
公

共
料
金
に
丸
ご
と
転
嫁
・
上
乗

せ
を
進
め
る
大
村
県
政
・
河
村

市
政
に
対
し
、
国
の
悪
政
か
ら

庶
民
を
守
る
自
治
体
の
役
割
を

訴
え
て
い
ま
し
た
。
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２
月
７
日
か
ら
23
日
ま
で
、

ロ
シ
ア
・
ソ
チ
で
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
▼

世
界
の
超
一
流
選
手
の
活
躍
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特

に
、
浅
田
真
央
選
手
の
残
念
な

シ
ョ
ー
ト
演
技
か
ら
一
日
で
立

ち
直
っ
た
フ
リ
ー
は
、
私
だ
け

で
な
く
世
界
を
魅
了
し
た
と
思

い
ま
す
▼

演
技
終
了

後
、
結
果

が
ど
う
で

あ
れ
、
全
力
を
尽
く
し
た
選
手

が
国
を
超
え
、
言
葉
を
交
わ
し
、

抱
き
合
い
、
ね
ぎ
ら
い
合
う
姿
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴
史
が
、
戦

争
を
や
め
て
集
ま
っ
た
平
和
の

祭
典
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
▼
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
見
て

い
て
感
じ
た
の
は
、
日
本
選
手

だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
、
世
界

の
一
流
選
手
の
姿
を
評
価
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
と
。
し
ん

ぶ
ん
赤
旗
が
、
女
子
フ
ィ
ギ
ュ

ア
で
一
位
の
「
ソ
ト
ニ
コ
ワ
迫

真
の
金
」
と
報
道
し
て
い
た
の

は
、
他
の
報
道
が
「
真
央
ち
ゃ

ん
」
ば
か
り
報
道
し
て
い
た
の

に
対
比
し
て
目
立
ち
ま
し
た
。

キ
ム
ヨ
ナ
も
コ
ス
ト
ナ
ー
も
み

ん
な
よ
か
っ
た
▼
平
和
な
世
界

で
、
誰
に
対
し
て
も
一
所
懸
命

な
選
手
に
応
援
す
る
姿
も
素
晴

ら
し
い
▼
そ
れ
に
つ
け
て
も
、

一
部
政
治
家
が
、
選
手
の
思
い

も
無
視
し
て
、
勝
手
な
発
言
を

す
る
こ
と
は
許
せ
ま
せ
ん
。
思

い
に
寄
り
添
っ
た
政
治
こ
そ
大

切
な
の
に
。

ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
応
援

江
上
ひ
ろ
ゆ
き

弁
護
士
法
律
相
談
３
月
20
日
（
木
）
午
後
６
時
半
電
話
３
６
３
‐
１
４
５
０
江
上
事
務
所

と
こ
と
ん
共
産
党
Ｑ
＆
Ａ

あ
な
た
の
疑
問
に
答
え
る
ト
ー
ク
集
会

自
共
対
決
を
実
感

会
場
か
ら
次
々
質
問

市
議
選
必
勝
『
キ
ャ
ラ
バ
ン
宣
伝
』

会
場
全
体
（
上
）
と
か
わ
え
さ
ん
（
下
左
か
ら
２
人
目
）



安
倍
暴
走
に
よ
っ
て
、
市
民

は
、
年
金
の
改
悪
を
始
め
、
医

療
、
介
護
、
さ
ら
に
子
育
て
な

ど
福
祉
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
削

減
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
自
治

体
で
あ
る
名
古
屋
市
も
、
消
費

税
増
税
、
介
護
改
悪
、
財
政
削

減
を
始
め
、
国
の
悪
政
で
「
住

民
福
祉
増
進
の
機
関
」
の
役
割

が
危
機
に
追
い
や
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
予
算
案
は
、
名
古

屋
市
が
国
の
悪
政
の
防
波
堤
と

し
て
の
役
割
を
は
た
す
予
算
と

な
っ
て
い
る
か
が
問
わ
れ
ま
す
。

１

安
倍
政
権
の
消
費
税
増

税
や
社
会
保
障
解
体
な
ど
の
悪

政
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
市
民

に
押
し
付
け
る
も
の

（
１
）
消
費
税
増
税
転
嫁
で
負

担
が
増
え
ま
す

上
下
水
道
料
金
等
で
17
億
６
千

万
円

バ
ス
・
地
下
鉄
11
億
２
千
万
円

（
２
）
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
負
担
が
増
え
ま
す

一
人
当
た
り
年
２
６
２
２
円
、

11
億
４
千
万
円
の
負
担
増

（
３
）
70
歳
か
ら
の
74
歳
ま
で

の
医
療
費
窓
口
負
担
を
１
割
か

ら
２
割
へ

市
長
公
約
の
負
担

軽
減
な
し

対
象
が
順
次
拡
大
し
５
年
後
、

平
年
ベ
ー
ス
約
50
億
円
負
担
増

（
４
）
公
立
高
校
授
業
料
無
料

制
度
へ
の
所
得
制
限
導
入

（
５
）
社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
）

５
億
１
８
０
０
万
円

２

大
企
業
・
大
金
持
ち
優
遇

の
市
民
税
５
％
減
税
を
継
続
し
、

そ
の
財
源
づ
く
り
に
「
行
革
」

の
名
で
、
市
民
負
担
増
と
福
祉

の
民
営
化
を
す
す
め
る
予
算
案

（
１
）
市
営
住
宅
駐
車
場
使
用

料
を
値
上
げ
し
ま
す

（
２
）
高
年
大
学
鯱
城
学
園
の

授
業
料
な
ど
を
値
上
げ
し
ま
す

（
３
）
公
立
保
育
園
を
廃
止

３

大
型
開
発
事
業
に
前
の
め

り
の
予
算
案

（
１
）
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
開
通

を
前
提
に
し
た｢

街
」
づ
く
り

の
推
進
に
６
０
０
０
万
円

名
古
屋
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

２
０
０
０
万
円

名
古
屋
駅
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能

強
化

４
０
０
０
万
円

こ
の
事
業
の
た
め
に
国
の
官

僚
を
ト
ッ
プ
に
持
っ
て
き
ま
す

（
２
）
笹
島
地
下
通
路
建
設
促

進
（
総
額
１
３
０
億
円
以
上
）

８
億
８
９
０
０
万
円

（
３
）
レ
ゴ
ラ
ン
ド
誘
致
を
は

じ
め
金
城
埠
頭
開
発
で
、
駐
車

場
建
設
な
ど
で
１
５
０
億
円

新
年
度
分
２
億
５
８
４
８
万
円

名
古
屋
市
の
外
回
り
を
走
る

環
状
２
号
線
の
高
架
部
の
事
業

に
つ
い
て
、
住
民
要
求
で
、
説

明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１

月
末
か
ら
２
月
初
め
に
か
け
、

３
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
環
２
か
ら
環
境
を
守
る
会
」

（
内
川
朝
夫
代
表
）
の
説
明
会

を
、
の
要
求
が
実
り
ま
し
た
。

４

切
実
な
市
民
要
求
と
わ
が

党
の
論
戦
で
実
っ
た
も
の

(

１)

敬
老
パ
ス
一
部
負
担
金
引

き
上
げ
を
く
い
止
め
ま
し
た

（
２
）
保
育
料
６
年
連
続
で
据

え
置
き
で
す

（
３
）
災
害
対
策

99
事
業
６
７
１
億
９
０
０
万
円

（
４
）
空
間
放
射
線
量
測
定
機

器
を
整
備
し
ま
す

（
５
）
国
民
健
康
保
険
料
と
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
法
定

減
額
（
国
の
制
度
）
対
象
者
を

拡
大
し
ま
す

（
６
）
「
事
業
仕
分
け
」
廃
止

５

市
民
税
５
％
減
税
の
影
響

市
民
税
減
税
影
響
を
調
査

市
民
税
減
税
分
は
、
１
１
７

億
７
６
０
０
万
円
で
す

歳
入
は
ど
う
な
る
か

(

１)

市
税
収
入

合
計
５
千
億
２
１
０
０
万
円

（
前
年
度
２
・
５
％
増
で
す
）

う
ち
市
民
税
２
２
３
３
億
５
４

０
０
万
円
（
＋
３
・
７
％
）

個
人
市
民
税
＋
０
・
９
％

法
人
市
民
税
＋
９
・
９
％

固
定
資
産
税
＋
１
・
７
％

（
２
）
国
の
悪
政
に
よ
っ
て
収

入
不
足
の
例

地
方
交
付
税
（
50
億
円
計
上

前
年
度
65
億
円
計
上
）
と
臨
時

財
政
対
策
債
は
減
収
で
す
。

新
川
の
両
岸
、
下
之
一
色
と

江
松
を
結
ぶ
正
江
橋
（
仮
称
）

の
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。
２

月
８
日
、
渡
り
や
す
い
橋
、
地

域
分
断
に
な
ら
な
い
よ
う
に
要

望
を
だ
そ
う
、
と
正
江
橋
（
仮

称
）
を
考
え
る
会
が
「
学
習
会

＆
結
成
総
会
」
開
催
。
江
上
元

市
議
は
、
事
業
計
画
と
問
題
点

を
話
し
ま
し
た
。
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無
料
相
談
（
子
育
て
・
教
育
問
題
も
）

毎
週
月
・
木

午
後
６
時
半
か
ら
８
時

弁
護
士
相
談

毎
月
第
３
木
曜

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
事
務
所
ま
で
電
話
３
６
３-

１
４
５
０

安
倍
暴
走
か
ら
市
民
を
守
れ
る
か

―
名
古
屋
市
新
年
度
予
算
案
審
議

国
の
悪
政
の
防
波
堤
と
な
る
名
古
屋
を

環２説明会（１月３１日）

名
古
屋
市
議
会
の
予
定

代
表
質
問

３
月
４
日
午
前
10
時

わ
し
の
議
員
午
後
予
定

個
人
質
問

３
月
５
、
６
、
７
日

午
前
10
時

採
決
は
、
３
月
19
日
（
水
）

午
後
の
予
定
で
す
。

新年度予算案（円） 今年度当初予算（円）

一般会計 1兆571億56百万 1兆259億9百万

特別会計 1兆1684億1百万 1兆1721億63百万

公営企業会計 4540億6百万 4283億53百万

合計 2兆6795億64百万 2兆6264億25百万

環
２
高
架
道
路
説
明
会

道
路
建
設
に
住
民
の
声
を

正
江
橋
（
仮
称
）
を
地
域
の
た
め
に

３
月
の
早
朝
宣
伝

３
日

月

あ
お
な
み
線
小
本

４
日

火

下
之
一
色

７
日

金

近
鉄
戸
田

11
日

火

Ｊ
Ｒ
春
田

14
日

金

高
畑

17
日

月

金
山
北
口

18
日

火

名
鉄
山
王

25
日

火

万
場
小
橋

27
日

木

あ
お
な
み
線
荒
子

28
日

金

昭
和
橋

７
時
半
か
ら
８
時
過
ぎ


